
総
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
つ
を
H
打
殺
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
線

に
、
間
制
緩
約
な
緑
化
に
取
り
総
も
う
と
吋
み
ど
れ
ソ
総
合
」
を
出
品
点
し
ま
し
た
。
前
倒

み
点
て
日
様
相
朗
は
一
一
十
畿
内
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協

b
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
点
以
の
み

な
さ
ん
に
、
み
ど
り
と
必
の
す
ば
ら
し
さ
、
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

ト
月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
九
日
付
問
問
、
総
合
公
開
酬
で
か
な
が
わ
郷
市
緑
化
平
塚

?
ェ
ア
を
間
関
依
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
粉
体
甘
く
だ
さ
い
G

ポ
塚
市
は
、
出
誌
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
、
良
好
な
行
然
と
郷
市
計
ふ
る
さ
主
的
棋
と
し
て
今

T
f

に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
ザ
え
る
叩
脱
出
向
上
な
い
と
、
紋
め
は
的
向
上
h
J
N
H
K
の
紋
泌
を
対
決
に
ぜ
的

紋
を
大
出
に
す
る
た
め
に
、
千
坂
が
強
く
ボ
め
ら
れ
て
い
ま
す
れ
地
に
山
山
本
を
い
蒸
し
保
ん
E
を
す

山
川
み
ど
り
諸
市
を
し
は
江
し
ま
し
ニ
う
1
1
た
な
か
で
、
市
九
主
体
的
る
山
間
体
に
日
仏
ぬ
し
主
十

た

川

怖

の

m

N

べ

泌

を

よ

り

光

定

さ

せ

る

た

一

緑

化

推

進

撃

機

}

ド
山
叫
川
、
駄
の
保
全
と
災
わ
れ
た
め
に
は
、
山
氏
の
み
主
さ
ん
L
f
引
m
涼
し
く
%
は
お
す
る
パ
S
H
一一州出勤

り
肺
門
川
州
知
慌
を
は
か
る
た
め
、
川
町
山
刊
伐
と
が
ふ
絡
に
立
て
、
山
内
に
成

五
十
司
に
「
紙
化
的
被
前
一
お
よ
び
山
川
主
れ
だ
れ
治
山
間
林
内
保
ん
し
ゃ
、
ム
M
V科
学
'
b
m
M
に
必
念
山
間
的
配
布

MMの川河九
z
に
山
川
寸
る
条
例
を
判
例
身
近
な
叫
仰
を
市
民
め
れ
4
4
山
川
北
叩
m
w
リ
料
化
主
つ
り
や
絞
殺
ま
つ
リ
で

定
し
、
公
山
闘
や
け
山
地
的
給
続
‘
伐
と
し
て
、
川
怖
の
円
以
山
2
1
1
4
け
て
い
品
本
的
無
料
配
布

九
人
街
路
樹
・
公
共
施
ぷ
の
紙
化
、
品
市
民
Af体
で
、
川
制
作
山
!
出
品
仰
を
服
部
駅
間
広
場
小
川
1
M
m
M
俄
さ
れ
た
鳥
山

保
全
樹
林
い
守
的
折
定
、
巾
い
け
い
間
的
問
し
て
い
く
こ
と
か
必
変
と
な
d

ベ
山
な
ど
に
化
地
一
や
ツ
ラ
ン
タ
;
的

助
成
、
川
山
本
や
却
化
的
似
品
な
い
と
、
で
主
主
し
た

A
m

い
ん
い
ろ
な
り
詰
主
主
的
て
そ
ニ
て
q
?
り
主
主
主
税
?
U
M
2
1
地
ば
に
い
器

き
ま
し
た
c

し
て
、
川
崎
町
保
'
す
め
た
め
に
、
井
今
日
前
会
苛

r、
花
や
総
本
を
い
相

し
か
し
、
人
け
の
哨
加
や
政
絵
師
刊
の
紙
化
七
訟
を
進
め
る
ニ
と
に
作
品
し
て
、
料
化
J
V
定
を
行
う
場
介

の
伸
明
札
引
が
滋
む
な
か
で
社
会
変
化
主
り
ま

L
だ

に

ぬ

成

し

ま

す

z
i
h
B
2
2
2
m
毎

i
1
1
5
・
冊
、
，
ん
協
ベ
ラ
ン
ダ
緑
化
に
抱
効
e
e
中
山

《

U
Z
2
3
2
主
3
J
J
警

官

参

紗

2
韓
竪
毒
症
鶏
円
札

ι、アハ
ー

1
3
J〈ぷ

ブ
ラ
ン
タ
1
4
わ
し
巧
を
w

雨
前

み
ど
り
法
念
は
、
J
1
抽
出
向
者
{
緑
地
係
会
事
裁
}
す
る
場
介
に
助
成
し
去
す
d

日
総
に
、
平
成
必
ノ
互
に
必
が
i
G
山
総
化
以
域
内
お
よ
主
的
郎
君
主
地
帯
の
紋
語
的

ド
ハ
銭
円
積
み
立
て
ま
寸
そ
し
て
、
辺
町
紛
林
地
中
干
の
取
得
:
神
社
仏
働
市
花
制
作
帆
に
川
町
T
品開山川叫

伐
リ
ド
九
億
山
川
は
、
ぃ
平
成
記
梓
山
は
か
山
間
山
間
川
山
一
等
に
山
間
ワ
て
い
る
樹
林
や
{
普
及
啓
発
務
時
冊
一

ら叫
γ
成
八
年
度
ま
で
の
i
八
平
山
山
に
、
料
以
山
緑
地
を
保
令
ナ
る
た
め
の
紺
m
山
中
日
制
化
問
体
へ
の
効
成

出
川
刊
の
み
な
さ
ん
の
お
付
や
同
体
e
凶
刊
日
行
間
叩
山
容
の
州
向
山
則
的
γ
取
叫
刊
を
し
ま
め
滋
化
イ
ベ
ン
ト
に
仰
す
る
助
成

企

業

か

ら

の

釘

付

合

を

採

り

、

執

す

窃

料

化

初

説

、

救

慌

の

山

間

ぷ

み
立
て
H
H
般
的

i
徳
内
に
し
よ
③
μ…
肘
な
山
口
然
山
税
制
ふ
れ
成
し
て
m
w
M
糊
化
的
必
布
、
川
町
叫
ん

う
と
い
う
も
の
で
す
い
る
総
林
地
等
的
取
得
出
品
山
化
命
取
口
止
作
発
倒
的
印
山
刷
物
的
党
行

ニ
的
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
投
開
採
決
山
崎
に
あ
る
説
草
案
ιー
な
ど

が
需
を
挽
滋
す
る
ニ
と
に
な
り
ま
す
る
た
め
の
維
持
刊
行
時
略
的
鋭
的

す

が

、

ド

成

苦

言

主

主

主

将

を

し

ま

す

み

ど

的

基

金

な

い

た

川

ま

に

よ

る

総

事

葉

地

望

者

専

に

告

げ

切

れ

記

ご

鵠

力

を

4

古
川
吋
、
↑
符
成
か
ら
ス
タ
i
f
し
た
れ
池
小
山
日
明
ム
刊
払
引
に
維
持
川
口
到
し

去

す

て

い

た

だ

く

た

め

の

め

成

山

氏

出

み

な

さ

ん

や

似

体

E

余

み
ど
り
法
令
に
よ
る
引
荒
川
問
、

ω山
伸
長
山
別
件
、
州
出
令
m
m
平
に
指
定
京
か
り
山
一
日
付
合
パ
山
山
、
五
出
国
山
内
を

r
U
林
地
保
全
市
P

主
3
U
制
化
推
滋
さ
れ
た
叫
ゐ
刊
に
山
相
山
刊
弘
行
間
刊
を
L
れ
M
h
に
し
て
い
正
ナ
初
年
皮
円

七
荒
川
肌
日
投
作
品
川
N
Y
誌

の

4

て
い
穴
打
下
旬
〈
た
め
の
助
成
ー
J
γ
成
応
年
山
川
、
と
二
年
波
は

h
f
u

小
山
代
と
な
三
、
い
主
宇
傷
、
A
る
さ
と
凶
作
ゆ
3
m
J
山
内
叫
川
弘
山
山
川
ソ
ヲ
二
年
ほ
か
り
パ
午
佼

主
で
は
年
間
一
位
山
口
ず
つ
を
日
見
込
山
川
h
く
だ
さ
い

ん

で

い

よ

す

問

い

合

わ

せ

公

山

間

紋

地

ぷ

市
民
の
み
な
さ
ん
、
結
や
か
な
内
線
開
一
♂
五
へ

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご

出
怖
の
本
法
ぴ
山
町
!
の
市
町
村
的
本

を
制
裁
し
、
命
、
山
る
さ
と
の
み
ち
'

と
し
て
い
市
対
的
み
な
さ
ん
に
縦
し

ん
で
も
ら
い
ま
す

事
世
界
の
パ
ラ
磁
の
造
成
H
H
4

4

の
バ
ラ
引
旅
川
地
問
J
γ
塚
市
が
、

パ
ラ
の
い
松
地
で
あ
や
オ
ラ
ン
グ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ソ
、
ア
メ
リ
カ

苛
め
仰
界
的
代
ゎ
占
的
な
パ
ラ
索
前

線
し
、
相
蜘
叫
M
i
て
も
ら
い
ま
す

品
智
奴
時
都
花
崎
覗
の
造
成
。
e
e
大
き
な
山
北

山
崎
を
作
り
、
い
化
F
ぃ
同
飾
北
況
の
払

い
た
一
品
ト
し
山
金
ぷ
間
叫
し
ま
す

{
展
示
邸
内
}

争
み
ど
り
の
テ
i
7
柏
崎
i
n
然
や

り
仰
の
洪
た
す
役
初
と
必
県
内
な
ど

。
み
ど
り
と
必
ろ
う
花
宅
島
を
渋
川
小
や
ピ
ヂ
オ
で
桁
介
し
ま

ば
う
仰
を
チ
!
?
に
、
郡
山
門
川
か
す

な
が
わ
都
市
総
化
子
以
7
1
ア
争
口
i
ズ
シ
テ
ィ
館
テ
t
!
?
を

U
ら
つ
か
ク
リ
i
ン
タ
r
4
T
3
バ
ラ
の
仲
間
た
ち
し
t
パ
ラ
的

関
ー
が
、
今
年
約
十
バ
総
合
公
山
内
主
ち
ひ
ら
つ
治
生
治
的
中
に

?

山

開

ぼ

さ

れ

ま

す

パ

ラ

を

k

と
し
て
、
干
し
ぬ
の
パ
ラ

紘
化
ワ
ふ
ア
は
市
誌
の
み
な
や
パ
ラ
的
文
化
な
と
告
、
山
小
山
や

さ
ん
が
れ
弘
、
と
み
ど
り
、
山
知
と
の
ピ
テ
オ
で
剖
M
A
I
L
支
す

ふ
れ
あ
い
を
泌
し
て
、
紙
化
的
邑
争
み
ど
り
の
食
磯
展
示
抽
出
白
山
内

ぷ
が
F
M
明
必
ま
る
よ
う
、
市
民
的
円
余
札
的
協
ね
や
得
て
、
み
ど
り

m
m
w
い
と
や
す
ら
7
的
地
で
あ
る
総
と
化
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
以
な

人U
公
泌
を
広
大
な
ス
チ
1
1
i
ι
し
ど
を
テ
i
つ
よ
い
、
紋
先
端
的
捻
術

と
、
山
川
似
す
る
も
の
で
す
を
岐
川
紹
介
し
ま
す

!

;

争

ロ

グ

ハ

ウ

ス

(

丸

太

小

選

)

村
山
舟
ア
門
口

i
刊
山
田
{
イ
ベ
ン
ト
部
門
}

総
合
公
開
掛

A
W
文
化
@
蓄
や
け
選
出
で
の

v
h
m
A
宮
市
内
や
ぷ
川
町
都
市
な
ど
の

骨
名
称
か
な
が
わ
抑
制
点
紋
ル
向
山
γ
伝
統
ぷ
姥
め
は
出
点
在
汁
川
川
附
し
て
い

単

ワ

ュ

ア

ま

す

争
愛
称
ひ
ら
つ
か
グ
リ
ー
ン
タ
争
ス
ポ
ー
ツ
。
レ
タ
リ
'
z
i
シ
ョ

ー

チ

約

ン

:

ウ

ォ

i

ク

ラ

リ

!

、

エ

ア

口

A
智
子
1
7
み
ど
り
と
必
ろ
う

rク
ス
の
ス
チ
i
ジ
ン
コ
i
な
ど

花

と

滋

ぼ

う

を

川

向

し

て

い

ま

す

ぺ
i
s
E
l
i
-
i
o
-
-
i
i
i
i
J
争
奪
:
市
民
参
加
に
よ
る
力
ラ

総
麟
綴
綴
綴
織
綴
線
一
オ
ケ
ト
九
人
ギ
パ
〉
ド
円
以
必
な
ど

一
亀
畿
畿
機
畿
議
機
持
磁
織
…
を
1
川
口
問
し
て
い
ま
す

一
緩
緩
務
鰐
約
十
畿
一
そ
の
外
に
M
m
f
本
山
や
み
ど
り
の

一

五

議

畿

務

整

f
ァ
ヶ
，
i
パ
ザ
i
ん
、
わ
く
わ

一

議

選

墾

…

く

誌

な

ど

が

一

れ

わ

れ

ま

寸

r
l
i
i
i
l
i
-
-
z
j
i
l
l
7
1
1
w
催
し
物
に
ご
参
加
者

事

業

一

一

一

郎

一

盟

主

い

切

の

公

器

支

で

は

、

{

記

念

務

機

}

存

日

間

的

批

し

物

に

氏
J

加
し
て
い
た
だ

品
市
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ

y
ト
の
設
ニ
う
と
、
山
内
体
、
合
主
、
市
民
的

緩
テ
i
?
を
宅
内
ハ
然
と
め
対
A
m
h
夏
、
J
A
に
参
加
を
吋
び
掛
け

-
円
と
し
、
川
刊
さ
ヘ
パ
依
的
モ
ニ
い
ま
す

ョ
メ
J

ト
を
九
一
同
氏
し
主
す
e
m
川
い
λ

汁
わ
時
三
公
川
川
U
W
地
ぷ

帯
感
同
氏
の
森
の
造
成
品
以
川
市
協
に
(
内
総
開
門
行



新
車
窓
塚
泌
総
合
計
一
街

P
H
O
Tプ
ラ

ン

っ

か

H

が

ス
タ
ー
ト
し
、
前
T
柑
都
市
は
大
き
く
飛
縦
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
総
会
公
開
醐
は
、
第
一
一
獄
事
業
が
始
ま
号
、
日
本
山
縄
問
醐
や
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
出
会
い
の
広
場
な
ど
、
ト
同
月
に
間
開
催
さ
れ
る
緑
化
フ
ェ

ア

に

関

い

ま

す

。

そ

れ

で

は

、

総

ま

ち

づ

く
り
の

(2 ) 

な
杏
ん
に
は
、
出
口
附
引
か
ら
市
政
い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
治
平
成
総
合
計
滅
的
一
一
都
自
に
あ
た
号
、

巡
殺
に
対
す
る
織
か
い
ご
潔
解
子
裁
は
、
五
前
六
十
ぷ
億
六
千
総
会
公
醐
酬
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

と
ご
い
λ
扱
を
絡
ワ
、
市
欲
的
議
ぷ
訂
万
m
m
め
一
般
会
計
と
特
別

ω
日
本
感
附
倒
的
政
均
成
や
市
脇
山
泌
隊

機
広
お
カ
添
え
を
い
た
だ
い
て
合
計
、
鴨
川
獄
事
淡
返
品
川
安
合
わ
の
場
臨
時
を
は
じ
め
終
始
館
の
縫

参
事
裕
著
書
A

殺
や
紡
織
の
附
知
的
附
な
ど
、
将
収
相

官

襲

撃

し

の

事

長

し

た

殺

事

砂

山

少

‘

ゐ

?

:

本

防

情

的

に

始

ま

る

部

で

す

g

争
議
持
率
盤
釈
を
ぎ
ら
め
〈

Z
2劉

迭
と
う
る
お
い
の
潟
市
閉
め
都
市

T
b
p
初

陣

り

家

内

ひ

ら

つ

か

叩

器

産

主

‘
同
怖
を
め
さ
し
一
一
十
郎
万
市
民

心
か
ち
感
せ
、
総
綴
…
午
一
一
…
…
日
ニ
ト
…
憾
の
み
な
き
ん
と
…
絡
に
新
し
い

五
千
七
沼
万
m門
余
り
の
泌
総
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

な
り
ま
し
た
ι
キ
革
皮
は
、
一
…
十
草
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
総
い

一
株
紀
を
脱
線
し
た
新
平
間
都
市
申
し
上
げ
ま
す
む

iH完封記念特集{特集第20ぢ〉

平
山
城
市
川
崎
町
に
あ
る
総
大
ご
み
す
れ

的
慨
帥
処
明
鳩
山
知
的
機
砕
機
が
芯
行
化
部
判
紋
砕
機
内
主
な
特
徴
は
、
織

し
た
た
め
、
新
し
い
城
山
叶
処
刑
刊
州
場

q
w
H
e
m
出
品
則
的
初
d
対
策
が
お
か
れ

を
対
処
刑
州
判
官
数
地
内
に
総
説
し
て
て
い
る
よ
と
で
す
時
町
内
町
出
慨
は
、

い
ま
し
た
が
、
こ
の
は
ど
完
成
し
コ
ン
ク
リ

i
ト
必
酬
聞
に
、
初
版
べ

ま

し

た

。

ヴ

ト

で

抜

泌

を

吸

収

さ

せ

る

よ

う

問
バ
ト
じ
日
の
峻
仁
式
の
あ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ん
ま
た
、
総
帥

線
働
し
ま
す
、
機
的
内
申
に
は
、
ぬ
内
村
を
は
り
、

新
破
砕
機
は
点
州
純
皮
の
有
川
附
物
仰
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
徳
川
地

ι

を
例
以
で
き
る
口
地
新
鋭
的
機
械
で
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
マ

を

川

内

川

泌

さ

制
訓
告
、

F
で

た

欽

り

成

も

れ

の

よ

ん

心

織

さ

ん

慌

に

は

滋

収

純

機

山

打

者

同

ぃ

品

別

刀

め

で

、

滋

砂

問

機

り

ミ

ナ

殺

滋

ょ

ん

ま

乍

般

に

ア

L
H凡

な

織

も

収

に

l

j

i

一

1

m
ミ

和

封

鎖

泌

ル

を

の

、

た

ア

ミ

こ

は

M
叫

ん

河

機

と

す

ア

が

す

伸

機

ま

の

す

ま

般

砕

し

山

止

で

い

州
間
以
端
山
内
て

総
と
す
る
続
制
改
斡
徴
的
初
年

波
で
も
あ
り
も
市
叫
ん
作
品
治
的
は
も

⑤レス
@1(I)Ijコンク 'J ト3主り)!住 F1I'背、 JUlL21'持。ill-C
mレス jノ、ウスです 1 lWfにはレストラ0/ (100 
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的
和
的
地
づ
く
ワ
総
介
公
州
附
は
、
移
り
変
わ
る
同
州
民
を
州
開
封
す
る
山
地

市

γ
嵐
球
場
や
手
塚
続
技
場
な
ど
の
山
州
で
す

第
一
州
州
市
殺
が
終
わ
り
、
綿
一
一
郎
総
出
は
大
別
し
て
山

s
おも

が

業

を

進

め

て

い

ま

す

，

ぷ

4
1

の
ゾ

i
ン
に
分
け
ら
れ
て

千
仇
什
山
胤
は
、
ス
ポ
ー
ツ
灘
子
の
お
り
、
山
内
ゾ

i
ン
は
、
山
川
礎
的

九
日
山
引
所
と
し
て
の
M
m
修
所
が
%
泌
す
砂
川
川
公
告
山
山
す
た
め
、
タ
イ
吋
J

し
ま
し
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ゃ
れ
ボ
ク
や
ク
口

7
y
弘
ど
め
ぼ
白
の

+
日
開
問
刷
、
山
山
人
以
い
の
広
場
(
地
-
大
本
と
ク
ヌ
ギ
、
宇
一
二
/
な
ど
の

岐
点
で
配
ぬ
の
へ
例
な
ど
は
、

i

M前
後
山
間
告
、
し
体
に
M
相
続
し
、
総
本

万
九
川
議
さ
れ
る
紙
化
工
ア
口
受
」
形
成
す
る
よ
う
に
し
て
い
ふ
本

山
に
A
H
わ
せ
よ
う
と
i
引
を
巡
め
す

て
い
ま
す
t

第
二
期
予
定
的
日
i

識
の
ゾ

i
ン
は
、
徳
山
む
ー
」
巡
り
、

で
あ
る
総
合
体
行
総
や
山
れ
あ
い
治
融
制
を
、
ど
体
に
し
た
お
を
つ
く

動
物
縦
な
ど
は
、
一
ι

年
後
の
完
成
り
ま
F

水
の
ゾ
ノ
は
、
山
と

brよ

ね

併

り

ま

サ

説

的

ゾ

ン

に

付

比

す

る

上

う

山

川

Z
Z〉
う

う

け

た

泌

を

辺

り

ま

す

主

た

、

波

紋

古

寺

ワ

ラ

宗

け

if~
中
に
設
以
J
U

山
心
成
し
て
い
去
す

む
翼
4
4
4
網
走
れ
は
し
人
捕
、
小
き
と
を

7
り
、
判
別
し
て
、
抜
本
滋
が
で
き
ま
し

i
バ
に
は
ご
放
政
ミ
ま
す

〈

間

以

本

露

関

絞

や

か

に

蛇

行

さ

せ

、

本

に

ぎ

議

は

話

語

学

、

め
る
よ
九
つ
に
し
去
す
総
出
納
は

日
本
山
時
山
附
同
町
、
泌
を
中
心
い
い
飢
八
千
れ
μ

九
十
ヂ
ん

γ
で
、
完
成
は

し
た
山
門
遊
間
搬
を
巡
り
立
が
打
、

i
だ
の

P
定
c
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h-1m銘
打
め
ん
神
公
代
飴
が
一
間
に
は
、
絡
会
桜
、
相
側
関
吋
一
明
、

完

込

し

ま

し

ぺ

文

化

治

動

夜

、

h
m
hヤ
一
、
事
務
円
ut
な

_0  

ぢF



平成y己年4JH日

出

制

る
dη

マ，

容
叩
叩

輯

額

九

曜

時

制

一
哨
伝
〈

引
!
な
て

ノ

全

開

札

U

同
労
し

U

/

m

w

r

諜

れ
ラ
を

ィ

穏

パ

密

〆

品
の
の

潟

り

渓

晴

ら

替

市

か
、
る

地
枯
れ

一

戸

噛

一

け

紡

か

掛

川

和

札

窓

ナ

恥

幻

d

的
産
さ

問

、

ト

母

)

間

溺

号

車

線

世
間
H

撞

惣

7

1

1

予

プ

、

ぐ

i

成
サ
日
本
…
の
パ
ラ
生
潟
地
と
い
わ
体
で
ノ
ラ
抽
出
向
中
央
に
品
る
ポ
出
品
さ
れ
、
多
純
多
彩
丹
花
が
晩
く

時
四
、
れ
る
J
T
淑
市
内
、
ン
ン
ポ
ん
と
し
ζ
、

i
レ
で
，
…

ιγ
む
の
川
問
り
に
杭
こ
と
に
な
り
ま
す
屯
変
わ
っ
た
品

盤

抽

冊

、

ー

一

ノ

仁

欄
間
ナ
総
J
1
公
加
に
パ
ラ
山
削
が
治
成
さ
れ
出
怖
さ
や
d

て
お
リ
、
ぷ
や
ピ
ン
ク
的
問
刊
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
ス
タ
ン
F
i

市

一

ま

し

た

巳

パ

ラ

が

映

き

乱

れ

る

こ

と

に

な

り

ト

と

い

う

パ

ラ

で

、

樹

尚

一

日

的

自

1
7

和
炉
ニ
の
円
一
フ
山
附
は
、

i
刀
に
山
川
川
市
ま
す
h

パ
う
の
ア
ー
チ
は
ア
メ
リ
所
に
兆
が
w
m
く
殺
し
い
パ
ラ
も
品

さ
れ
る
紙
化
7
ぷ
ア
に
は
い
や
な
花
カ
的
エ
ュ

i
ド
ン
と
い
う
品
目
刊
の
つ
ま
す
g

日
本
絞
め
パ
ラ
は
、

A

H

A

r
平
飾
品
定
成
し
た
特
徴
的
あ
る
す
g

心
タ
ま
つ
り
を
テ

i
?
に、

が
Mmく
よ
う
に
法
成
さ
れ
た
も
の
パ
ラ
で
ピ
ン
ク
の
ア

i
チ
が
で
き
り
の
パ
ラ
法
絡
な
ど
九
品
純
計
八
明
石
町
公
開
削
と
八
閉
山
泊
り
公
閣
を
年
践
を
そ
千
!
?
に
し
た
も
の
で
、

で

、

渋

界

的

パ

ラ

の

路

地

か

ら

じ

ま

す

砂

ト

七

本

で

す

匂

総

介

し

ま

す

k

夜
間
は
水
中
照
明
を
し
て
、
様
々

十
H
m
m
m
コドムハ

1
一
本
的
パ
ラ
が
こ
の
外
、
ド
イ
ツ
は
つ
る
パ
ラ
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
点
、
れ
、
庁
、

O
開

明

石

町

公

爵

な

色

彩

ス

ク

リ

ー

ン

が

識

し

め

る

航
す
れ
て
い
ま
す
ι

イ
ギ
リ
ス
は
オ
レ
ン
ジ
色
町
ブ
リ
此
、
ピ
ン
ク
、
紫
な
ど
、
災
し
い
望
地
域
内
公
闘
と
し
て
、
口
よ
う
に
な
叩
て
い
ま
す
υ

埼
ラ
ン
グ
か
ら
は
、
ミ
品
パ
ラ
ン
セ
ス
ミ
チ
コ
、
ベ
ル
ギ
i
は
バ
パ
予
が
市
民
的
引
を
恭
し
ま
せ
て
い
物
群
も
気
相
慨
に
立
ち
惚
れ
る
、

O
A醐
捌
遜
り
公
欄
醐

叫山知昨日一一ト
H

依
}

K

H

川間聞か

k
ス
カ
リ
と
い
う
れ
パ
ラ
な
ど
が
結
く
れ
る
で
し
ょ
う
ら
す
て
き
な
公
開
聞
で
す
3

立
脳
出
則
的
八
山
川
泌
り

ι石
川
し
た

滋
札
刊
は
、
木
製
逃
れ
に
統
一
し
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。

F
川
閉
め
臼
を
栄
し
ま
せ
る
明
る
い
地
仔
一
日
は
‘
火
刑
下
内
本
製
コ
ン
ピ

も
の
に
工
中
ー
し
て
い
ま
す
n

ネ
1
シ
n
p

ン
逃
兵
や
ス
ブ
リ
ン
ク
、

ま
た
、
明
石
町
泌
り
に
日
間
し
た
平
均
打
、
リ
明
ン

i
リ
ー
な
ど
が

H
Sに
一
肘
ぶ
し
が
で
与
て
い
ま
品
り
、
子
供
た
ち
を
燃
し
ま
せ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
u

総
合
体
、
訂
蛇
聞
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

F

階
的
ヴ

i
ル
械
に
は
、
縦
い
れ

リ
i
ト
巡
り
地
ド
…
問
問
、
地
1
2一
卜
口
、
娘
二
ト
H
H
M
的
公
必
蹴
水

際
怨
て
で
、
媛
べ
日
開
績
は
約
一
万
ブ

i
ん
、
縦
二
ト
灯
、
機
1
れ
の

じ
下
九
行
千
万
い
け
で
す
"
小
ブ

i
ル
が
で
き
ま
す
。
メ
イ
ン

総
合
体
行
館
は
、
γ
!
ん
械
、
ア
リ
ー
ナ
仰
に
は
、
縦
問
ト
八
日
灯
、

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
〈
体
行
館
)
線
、
織
パ
卜
八
日
川
肉
体
育
帥
聞
が
ぷ
山
町
吉

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
棟
町
一
一
ゐ
蹴
怖
か
ら
成
れ
ま
す
q

っ

て

い

ま

す

。

つ

一

階

}

[
地
下
一
階
〕

F

…
附
…
は
、
ブ

l
ん
の
桜
中
什
帥
州
五

地
ド
…
燃
は
、
制
川
滋
ペ
断
、
袋
行
八
十
府
と
体
育
館
の
観
客
席
一

治
二
断
、
じ
人
別
J
V
浴
場
と
エ
ア
下
八
打
開

1
・
八
時
卵
、
そ
れ
に
、
ヲ

由
ピ
ク
ス
も
で
魯
る
ボ
球
場
が
で
削
均
一
…
一
向
γ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ル

i
ム

き

ま

す

。

や

体

力

搬

出

正

引

な

ど

が

配

枕

さ

れ

{

一

一

階

}

ま

す

b

{一一一階}

コ
一
燃
は
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
総

ハ
ハ
仰
な
ど
で
す
ω

完
成
は
、
二
年
先
的
平
成
ご
年

伎
の
予
定
で
す
。

で

ご
み
mw
親
集
と
殺
の
窓
由
業
務
話
語
い
ま
す

( 3) 

人
)
合
癒
等
時
間
山

治

一

4)

u

u

(

修
所
ガ
完
成

人器
研
修
所
は
、
終
林
約
栄
町
聞
い
叫
鍛

パ
場
吋
時
的
戦
日
以
併
を
改
修
し
た
も

る
的
で
す

蜘

欽

筋

コ

ン

ク

り

i
1込
り
開
躍階

岬

f
J
h
P
r主ι
f亡匂

円
勺
‘
主
叫
寸
!
ザ
可k

手
ぜ
ぜ
「
i
1
1
J
J
l
q

酎

去

が

一

ド

じ

去

り

、

収

支

洋

H
H
は
行
八
人
寸
す
こ
の
外
に
、

配
会
議
山
明
、
章
一
十
、
主
主
品

劉
り
ま
す
リ
附
泌
総
に
は
、
食
盗
品

和
余
地
叫
設
や
口
ピ

l
主
ど
が
で
与
ま

閉

し

た
J

静
オ
ー
ブ
ン
は
五
月
で
す
が
、
利

義

刻

中

L
込
み
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙山門
H
Hサ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
$

う
ま
で
神
間
公
民
鈴
を
羽
閉
し
ど
が
品
り
ま
寸
L

F

一
時
間
に
は
、
附

て
い
た
剣
山
悦
小
川
子
供
鴻
円
γ
M
一
滅
的
抗
日
?
?
出
端
会
ぷ
来
、
和
生
、
観
戦
党

お
が
対
象
と
な
り
ま
す
干
心
理
法
会
議
案
が
で
き
て
い
ま
す

太
神
公
民
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
↓
一
階
校
て
で
h

磁
べ
出
叫
m
v
v附
品
川
地
人
神
一
一
ぷ
九
一
番
地

以
九
計
九
十
六
千
ぃ
々
し
で
す
a

切
で
き
る
す
ば
ら
し
い
殺
す

ね
説
に
泊
ま
れ
た
場
所
で
す

問
問
バ
か
ら
川
崎
小
学
校
泊

γ民
滅

的
生
徒
m
問
汀
三
十
人

(
i一
…
ク
ラ

ス
)
が
泌
い
始
め
ま
す

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、

学
後
凶
校
内
問
地
動
場
や
体
内
川
熊
を

刑
判
開
削
す
る
と
き
に
山
間
約
し
て
い
た

だ
ニ
う
と
、
外
か
ら

hm接
間
判
明
で

き
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も
完
成
し
て

い
ま
、
す

戸
籍
、
住
民
祭
動
、
印
鑑
愛
録
、
市
税
、
鵠
畏
鍵
康
保
険
、
用
国
民
霊
躍
、

老
人
医
療
、
公
共
下
水
道
、
間
同
窓
生
徒
、
就
学
、
選
挙
、
現
金
泌
総
、
ご

み
収
集
ハ
習
燃
ご
み
、
一
回
d

燃
不
透
ご
み
、
資
源
湾
生
ご
み
て
し
尿

・
定
だ
し
、
+
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